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Abstract: 
     In EFL contexts, especially in a monolingual country such as Japan, language learners have difficulties in 
real life accessing English-speaking communities. For those learners, an extended period of time spent in an  
environment where the target language is spoken is likely to be a highly effective way to learn the language.  
This study employs the form of a narrative inquiry to investigate emerged negative and positive feelings  
among students' journals during a two-week study period abroad and to find how those feelings are 
associated with motivation, agency and learning contexts.          
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要旨: 
英語教育に関してＥＦＬ（English as Foreign Language）の環境にある日本では、英語を実際に使うコミュニティ
ーに身を置くことが難しい。そうした学習者にとっては、英語を実際に使いながら、異なる文化や価値観を学ぶ機
会として海外経験は貴重である。本研究では、ナラティブ研究アプローチを使い、２週間の海外語学研修中に学生
のジャーナルに出現したポジティブ、ネガティブな感情と、それらをもたらしたモティべーション、行為主体性、
学習コンテクストとの関係を探る。 
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１．はじめに 
 
技術が目覚ましく発達した現在では、スマートフ
ォンがあれば何でもできる。辞書を引かなくても、
電話で問い合わせをしなくても情報が得られる時代
である。この流れに安易に身を任せていると、人は
「考えること」をしなくなり、その結果、「感じる
こと」を失うのではないかという危惧さえ持つ。ま
た、そうした技術の進歩により、「早急な結果」を出
すことをよしとする流れの中で、私たちが失うもの
は多い。 
その一つに言語学習がある。言語学習は、人間だ
けに与えられた素晴らしい学びの過程を経験できる
世界である。言語を通して、私たちは、過去に行き、
過去の人の言葉を聞き対話をすることができる。言
葉は残るからである。そのわくわくするような喜び
を肌で感じるまでには、しかしながら、時間がかか
る。言語学習は、単に単語を覚え、文章を読み、聞
き取りをし、文法の練習をするだけではなく、社会
という文脈の中で自然とおこなわれるわれるもので
もある。 
 外国語学習に携わって来た人は、外国語を使う時、
自分が別の人間になったような感じを味わう経験を
もつ。「英語の私」「フランス語の私」の中で、第一
言語ではできなかったことができたり、逆にできな
かったりする経験をしている。私が関心を持つのは
そうした自己の変化がどのようなプロセスでおこり、
それがその人間にどのような変化をもたらすか、と
いうことである。学習者が、仮定法を修得した、試
験に合格した、あるいは、TOEIC テストで何点取っ
た、という言語的な成果（linguistic outcome）に注
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目をするのではなく、人間の複雑な複数のアイデン
ティティー（complex multiple identities of real 
people）を持つことこそが、言語学習の重要な言語
的ではない成果（significant non-linguistic outcome 
of language learning）（Benson & Nunan 2004, 
p.19) 1) であり、その先に、「言語を学ぶ意味」が見
えてくると考える。 
 
２．日本の英語教育の状況 
 
英語教育に関しては、大きく分けて２つの状況が
ある。ESL(English as Second Language英語を第二
言語として学習する状況)とEFL(English as 
Foreign Language英語を外国語として学習する状
況)である。小学校に英語教育が導入されて、英語は、
学校でも必修科目ではあるが、英語を第二言語や公
用語として使う状況ではない。従って、日本の英語
教育は、後者の位置にある。 
この２つの状況における英語教育が大きく違うの
は、その実用性への必需性である。ESL は、移民の
国アメリカで最も広がりと必要性を見せ、研究もリ
ードをしてきた。アメリカの学校には、ESL クラス
が必ずある。移民やアメリカに滞在する外国人のた
めの英語教室である。例えば、中学１年生の太郎君
がお父さんの転勤に伴いアメリカに一家で住むこと
になり、現地校に行くことになると、彼がまず受け
るのはこの ESL のクラスである。そこでは、英語を
徹底的に教えられる。現地の学校でアメリカ人と一
緒に勉強ができるまでの言語力をつけるわけであ
る。練習問題を解くといった試験のための勉強では
なく、実用英語を身につける授業展開がされること
になる。先生は、初めから英語で授業をおこなう。
英語を聞いて理解でき、読むことができ、質問をし
たり、答えたりすること、さらには、エッセイなど
が英語である程度の分量が書けるようになることが
目標である。ESL のクラスだけを数週間受けると、
一般科目の授業も並行して受けるようになる。こう
して、だんだんと英語を身につけていく。太郎君の
場合は、いつかは日本に帰ることが予測されるが、
移民の場合は、そうはいかない。アメリカで暮らし、
アメリカ人になるためには、そして、生活をしてい
くためには英語が必需品である。アメリカは、多民
族国家であり、同民族が集まり暮らすコミュ二ティ
ーがある。ヒスパニックや中国人などは家族や民族
の繋がりを大切にするため、特にその傾向は顕著で
ある。同じ言語を話すコミュニティーで生活をして
いると、アメリカ社会にいても英語は最低限できれ
ばいい、とも言える。実際、そのように暮らしてい
る人達もたくさんいる。しかしながら、アメリカ社
会の中で、ある程度の地位を得て、いい暮らしをし
たいと願うのであれば、英語ができなくてはならな
い。夜間大学に行って勉強をし、夢を実現するため
に努力をしている人達も多くいる。アメリカの中で
ヒスパニック系が増加し、英語を母語としない人の
数が増え、そう遠くないうちに英語を話す人口より
多くなると予想されている。そうした時に英語の位
置が変わってくることも予想される。現に、カリフ
ォルニアなど、ヒスパニックの多い地域の学校では、
教師は、英語とスペイン語ができることが採用条件
になっている。 
 一方、EFL においては、英語は外国語であり、生
きるための手段とは考えられてはいない。日本を含
む、多くのアジア諸国は、この EFL の状況にある。
英語は、必須と言われており、入試の主要科目にな
っているが、ESL の状況のように、英語ができない
ことが、すぐに生活の質に繋がるというわけでもな
い。こうした EFL の状況で、英語を勉強することへ
のモティべーションを持ち続けることは簡単ではな
いかもしれない。モティべーションを研究した、ア
メリカの研究者、Gardner(1985) 2) は、モティべー
ションには２つの種類があると主張した。 
融和指向（ Integrative orientation）と手段志向
（Instrumental orientation）である。前者は、アメ
リカの移民達が持っていると予測される、アメリカ
社会に溶け込む動機であり、後者は、英語を就活、
受験、資格試験のために勉強する動機である。日本、
韓国、中国、フィリピンでは、特に、受験、TOEIC
などの試験勉強競争のための英語学習への動機が高
いと言われている。どちらのモティべーションの方
が持続するかというと、融和志向（ Integrative 
orientation）である。手段志向 （ Instrumental 
orientation）では、目的（試験など）が達成されて
しまうと、動機づけが弱くなると言われている。大
学に入学するまでは、塾や予備校で英語を一生懸命
勉強しても、大学に入学してから英語から離れる学
生もいる。受験勉強などの（特に日本の受験勉強で
はそうであるが）暗記中心の勉強に疲れてしまい、
また、英語を学ぶ本当の意味を自分で自覚してない
ため、学習へのモティべーションが上がらない学生
も多い。 
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３．本研究の背景 
 
3.1 全体から個へ：第二言語教育研究の流れ 
応用言語学の分野で自伝(autobiography）の研究が
注目されたのは、第二言語教師教育分野における研
究(Casanave & Schecter 1997) 3) 等で、個々の人生
という文脈における経験の描写を社会現象として分
析したことに由来する。そして、研究対象は、教師
から学習者へと移行した。例として、Benson & 
Nunan (2004)による、「学習者のストーリー」
(Learners' Stories)がある。その流れは、第二言語修
得研究分野における、学習者に焦点をあてた研究の
流れに(1970年後半）沿ったものである。それまでの
行動主義者(behaviorist) の理論では、インプットに
対する個々の反応を重要視していなかったが、学習
者個々に焦点を当てた動きは、人間重視の考え方で
ある。こうした、学習者に焦点をあてた教育は広が
りを見せてきた。それには、第二言語を学ぶ学習者
の多様性が背景にあるとも言える。第二言語学習や
外国語学習は、「個人的な体験」である、という認識
が強くなってきており、その認識の変化に伴い、研
究自体も、量的研究から、質的研究へと注目が集ま
って来ている。クラスに４０人学習者がいれば、４
０の学習者のストーリーがあり、４０の学習経験が
ある、ということである。 
それでは、個々の学習者をどのように調査するか、
ということから様々な研究方法が試みされてきた。
Norton and Toohey (2001) 4)は、次のように述べて
いる。「個人の、第二言語のインプットに対して取
る行動と第二言語によるアウトプットのみでなく、
第二言語の学習者が、個々の歴史的、社会的、文化
的な状況において、どのようにそうした文脈が与え
る学習者の位置というものを受け入れるか、あるい
は拒絶するかという研究が必要である。」 
 
3.2 ナラティブ研究 
 
第二言語修得研究において、学習者に焦点があて
られてきたことで、外国語の学習が、主観的な体験
（subjective experience）として認識されるようにな
った。そこには、感情が織り込まれ、教師は、学習
の機会を提供し、学習の足かけ(scaffold)をする者と
して考えられるようになってきた。こうした中で、
学習が個人的な意味を持つようになった。 
 ナラティブが研究手段として研究者たちの注目を
集めてきたのには、そのような背景があった。つま
り、個人的な体験を語るナラティブは、個人的な言
語学習の経験を語る手段として、個々の考え方、ビ 
リーフ、感情を抽出することができると考えられた
からである。 
ナラティブへの道を開いた研究者は、アメリカの
心理学者Brunerである。彼は、著書「Acts of 
meaning」(1990) 5)の中で、それまで心理学では、統
計を使った量的研究が主流を占めていたことに関し
て、ナラティブの可能性という新たな視点を指摘し
た。Brunerによると、私たちはストーリーを通して
自らの人生に意味を与え、それを他者と共有するの
である。また、経験がナラティブ研究においては重
要な位置を占めるため、経験について語ることは欠
かせない、という研究者も現れた(Clandinin & 
Connelly, 2000) 6)。 
 ナラティブ探索（narrative inquiry）の強みは、
人々が、自らの経験にストーリーを通して意味づけ
をする内面的な世界を知ることができることであ
る。社会学の分野では、ナラティブは、社会現象を
研究する手段として使われて来た。教育の分野では、
ナラティブは、教師のプロフェッショナル人生やキ
ャリアにおける研究方法として使われている
（Bathmaker & Harnett, 2010）7)。 
 言語学習・言語教育におけるナラティブ研究のカ
テゴリーは、次のように分類される(Barkhuizen, 
Benson & Chik, 2014) 8)：言語記憶研究・自伝的ケ
ーススタディー・複数ナラティブ研究。さらに、ナ
ラティブ探索における、ナラティブの形態は、語り
のナラティブ(oral narrative)・書き言葉によるナラ
ティブ(written narrative)・多モードナラティブ
(multimodal narrative)がある。  
 ナラティブ探索におけるデータ分析には、３つの
方法がある：反復(iterative)法・出現（emergent）
法・解釈(interpretive)法である。反復法では、デー
タ収集と分析がはっきりと分かれている量的研究と
は対照的に、データ収集と分析を行き来する。分析
しながら、不明確な部分を確認するために、データ
に戻ることがあるためである。出現法では、データ
分析を進める中で出現した新しいデータによって
は、リサーチ・クエスションを変えることもよしと
する。解釈法では、質的研究とは基本的にデータの
解釈に基づくことから、分析する研究者の主観的な
解釈の産物であるとする。最終的な解釈に、客観性
を加えるために、データに戻り、あるいは、データ
の取り直し（インタビューなどの繰り返し）をおこ
ない、研究者が、これ以上は、異なるデータが出て
こないだろうというデータの飽和状態(saturation)
までデータを取り直す必要がある。 
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 ナラティブのデータには、２種類ある。一つは、
データが小説のようなストーリー（語り）の形にな
っているもので、もう一つは、日記（ジャーナル）、
多モードナラティブ、インタビューデータ、などで、
ストーリーの形になっていない断片的なものであ
る。Polkinghorne(1995) 9)は、この２つのデータの
分析について、ナラティブをカテゴリーに分けて分
析する方法と、行動や出来事、経験などのデータ分
析の結果がストーリーになる場合がある、と論じて
いる。 
  
3.3 モティべーション 
 
モティべーションは、変化をする。Dörnyei (2005) 
10)
は、ドイツの心理学者 Heckhausen と Kuhl の
Action Control Theory（行動コントロール理論）を
使い、モティべーションの変化の過程について言及
している。これまでのモティべーション研究では、
過去のきっかけ（past attributions）や、将来の目標
（future goals）を軸にモティべーションを探求して
きたものが多いが、行動コントロール理論において
は、モティベーションが生まれ、変化をしていく過
程に注目をした。Dörnyei は、これを第二言語習得
に応用し、次のようなモティべーションの推移を表
した。  
(1) 行動前段階(preactional stage)  
              ↓ 
(2) 行動段階 (actional stage) 
     ↓  
(3) 行動後段階(postactional stage)  
 
Dörnyei は、また、この行動段階と平行して、選
択モティべーション(choice motivation)、実行モティべ
ーション(executive motivation)、モティべーションの
振り返り(motivational reflection) にも言及している。 
今回の研修に関しては、(1)に関しては、全員が、
選択モティべーション(choice motivation)としてイ
ギリス語学研修を選択した時点でステージに立って
いると言える。(2)に関しては、実際にイギリスに行
ってからの変化であるが、英語学習に関するモティ
べーションを維持した学生もいるが、語学学習から、
別のものにシフトするモティべーションもある。例
えば、英語学習へのモティべーションは、上がらな
かったが、イギリスの文化、サッカーなど、別のも
のに対する興味というモティべーションがあがっ
た、という例である。 
また、Dörnyei は、この段階的モティべーション
モデルには、モティべーションに対する社会文化的
(socio-cultural)解釈が含まれていないことが弱点で
あると述べている。言語学習における社会文化理論
の重要性は、多くの研究者によって指摘されている  
(Ushioda, 2007) 11)。社会文化理論が言語学習に必要
な視点である理由は、言語学習が、社会的・文化的
な枠組みの中でおこなわれるからである。日本とい
う社会、教室やその他の場面、そこで出会う人たち、 
文化、というものが仲介して言語学習がおこなわれ
る。従って、モティべーション研究に、社会文化理
論を取り入れるとすれば、学習者が、学習の過程で
出会った人たち（教師および一般の人）との言語的
交流も調べる必要がある。 
 
 
3.4 海外研修に関する研究 
 
Ryan & Mercer (2011) 12)は、学習者の中には、外
国に行くことで簡単に言語が修得できるというビリ
ーフ（考え方）を持っているものがいる、としてい
る。外国に行くことが言語修得への近道であり、行
くことにより、努力しなくても自然に語学力が身に
つくと信じているものもいる、という結果を得た。
これに対して、海外に行くことだけが外国語習得へ
の近道ではなく、外国語習得には、行為主体性
(agency) と 学 習 目 的 を 持 っ た 自 律 的 学 習 者
(autonomous language learner) になることが最
も重要であり、そうした学習者は、どのような学習
状況においてもアクティブな学習態度を取ることが
でき、その結果として言語学習の伸びを得ることが
できる、と述べている。 
学生の短期海外研修の研究結果として、仲野
（2014）13)は、学生の「自信感」の伸びを報告して
おり、その形成要因としては、語学の伸びなどによ
る「有能感」、「自己肯定感」、「人間関係構築感」、「立
ち直り力」としている。高等教育で必要とされてい
る教育には、汎用的能力や市民としての責任ある態
度を培う学士力がある。それは、新しい課題に直面
した時に、自ら解決する力（課題解決能力）を身に
つけることであり、そうした力は、既存の知識を机
上で学ぶだけでは得られず、「能動的な知」の育成が
必要であり、そうした能動的な知の育成の場として
短期海外研修は、理想的な場である(仲野、2014)、
としている。海外に身を置く場合には、自文化と異
なる多様な考えや価値観に直面し、それに対応する
際には、クリティカル・シンキングが必要になるか
らである。 
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４．本研究：ジャーナルの実験的分析 
 
4.1 リサーチ・クエスチョン（研究軸） 
１ ２週間の海外経験において、出現した学生の感
情（emerged feelings）はどのようなものか。 
２ ポジティブ（ネガティブ）な感情をもたらした
要因となる経験・学習のコンテクストは何か。 
３ 学生の中に現れた自律的学習者としての要素で
ある、行為主体性 (agency)、決断力 (decision 
making), 期待(expectancy）はあるか。 
 
4.2 研究対象者 
 
2014 年に実施された２週間のイギリス語学研修に参
加した４人の学生（匿名 太郎・二郎・三郎・四郎
とする）。 
 
4.3 研修日程 
 
８月３１日（日）成田発 マンチェスター着 
                マンチェスターから、現地語学学
校手配の車にて、滞在する各ホー
ムステイ先へ移動 
９月１日（月） プレースメントテスト後、クラス
分けをして授業に参加 
    ～         午前中は英語の授業 午後は任意
アクティビティーに参加 
９月１４日（日）マンチェスター発   
                シャルルドゴール発 
９月１５日（月）羽田着 到着後、解散 
 
4.3 データ 
 
４月の最初の授業で取ったアンケート結果（参考
資料参照）から、各参加学生の英語経験・英語学習
に関する考え方を探り、どのような英語学習者かを
把握する(ただし、アンケート結果があるのは、太郎、
次郎のみである）。研修旅行に参加した学生には、
「イギリス滞在中、毎日おこなった事と感じたこと
を書く」という課題（日本語でも英語でも可）を与
えた。結果として、地名などで英語を少し混ぜては
いるが、基本的には日本語で記述された。このデー
タは、前述のナラティブデータの日記（ジャーナル）
に分類されるものである。参加学生は、５名である
が、１名は、韓国からの留学生であり、データが母
語で書かれていないことから、データの信頼性が欠
けるため、分析から外した。 
4.4 分析方法 
データ分析方法は、前出（P.75）の解釈法を使った。 
記述されたナラティブは、主観的に書かれている
が、最終的には、読まれるという意識が働き、多少
抑制された内容になっている可能性も無いとは言え
ない。データにはコード化(coding)をおこなった。
コード化では、データのまとまり（あるいは語）に
ラベルを付与して名前をつけ、そのラベルを基にデ
ータをカテゴリー化(categorizing)し、要約して説明
を同時に行う（シャマーズ、2008、p.52.）14) ことに
した。 
 ナラティブの中に現れた、考え方（thoughts and 
attitudes)、感情(feelings)、行為主体性(agency)を
コーディングにより収集する。コーディングされた
ものをカテゴリーにまとめた。 
①ポジティブ・ネガティブの要素 
ポジティブな要素を含む語句は、「役にたつ」「や
る気がでる」「有意義だ」等であり、ネガティブな
要素を含む語句は、「無駄である」「やる気が出な
い」「嫌になる」等である。 
②学習のコンテクスト 
学校、学校外、あるいは一般に分ける。活動が行わ
れた環境、人間関係が構築された場所、等、言語学
習が生まれた場所である。 
③積極的行動の要素 
対人関係・行動（活動）・学びに影響を与えた要素
の記述である。 
④行為主体性(agency) 
学習者の主体的な考え方、感じ方・希望や期待を印
象づけるものである。 
 
コーディングの例：太郎の例 
 
「慣れないイギリスで英語の勉強するのはすごい疲
れる。最初のテストも難しくてぜんぜんできなかっ
た。Gary 先生のしゃべることも全く英語なので聞き
取ること理解することで精一杯だ。だが、イギリス
にいるということだけでもすごく楽しい。町に出て
みても見ることが新鮮だ。とりあえず、すごい楽し
い。ホストファミリーも優しくて、すごい良い人た
ちでよかった。」 
 
カテゴリー 
英語の授業の困難さ 
いることの楽しさ 
人間関係への安心感 
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4.5 分析結果 
4.5.1 太郎の分析 
 
① アンケートからの分析 
英語力（TOEIC 相当３６０点）。これは４月新入
生全員におこなう VELC テストの TOEIC との相関か
ら出した数値である。VELC テストの結果、太郎の点
は、リーディング４３０、リスニング４０３で、リ
ーディング能力の方が高い。これは、受験勉強で、
主に文法や講読を勉強してきた結果であろう。  
 太郎は、入学当初、海外渡航歴は無く、授業以外
で英語の勉強をしている。英語の勉強に対しては、
「やる気がでない」と回答している。英語学習歴で
は、小学校高学年に、英語塾に通っていた。行って
みたい国は、「イギリス」。英検などの受検歴は無
い。英語を勉強することは、「飯を食べること」と
考えており、それは、「しなければならないこと」
が理由である。英語学習の目標は、「英語ぺらぺら」
である。 
 英語の勉強の目的は、テスト・単位のため、とい
う質問には、どちらでもない、と回答している。英
語を勉強することで人生が豊かになるには、４（か
なり同意する）、英語を勉強することで多様な価値
観を知ることができる、には、４（かなり同意する）
と回答している。 
アンケート結果から見た太郎の学習観は次のよう
になる。 
英語を勉強することで、異なる価値観を知り、外
国の文化を知ることができる。英語はコミュニケー
ションの手段である。多様性を知ることは重要であ
る。英語学習に関して、実務的な目的ではなく、異
文化を知り、価値観を広げるなど、「人としての幅
を広げる」効果への期待がある。その一方で、英語
学習に関しては、まだ確かな考え方を持っていない。
英語を使うことで英語が上達するかはわからない
（経験が無い）し、自分のことを英語で書いたり話
したりすることで、英語が上達するかもわからない
（経験が無い）。太郎が、イギリス研修に期待する
ものは、英語の学習よりも、異文化接触・好奇心の
要素が強い。 
 
②ジャーナルからの分析 
 時間が経つにつれて、ネガティブな表現が減少して
いる。疲れる・できないといったネガティブ表現は、
１日目（２）、２日目（４）、３日目（１）、４日
目（２）、５日目（２）、６日・７日目（０）、 
８日目（１）、９日以降（０）となっている。 
英語学習への感想が徐々に減っていったのは、太
郎の中での「英語学習」の存在が小さくなり、それ
に代わり、「イギリスを観察すること」への興味が
膨らんできたためと思われる。 
 
１）ポジティブ・ネガティブ感情の要素 
（感情表現ネガティブ）      （要因）       
 疲れる            英語の授業 
慣 れ ない イギ リ ス      
すべて英語   
 できない                 テストができない             
 難しい                   英語をしゃべること             
 緊張した                 初めての電車・地下鉄            
不安                     会話ができない            
 
（感情表現ポジティブ）          （要因）                
 楽しい                    イギリスにいること 
観光          
 新鮮                      町で見ること聞くこ 
とすべて            
 嬉しい                    自分の知識が増える           
 興奮した                  スタジアムツアー 
Beatles Story            
 良かった                  到着できた       
 最高                      チェルシースタジア
ム 
 自信がついた              楽勝（ロンドンの地下 
鉄・バスに乗ること） 
 やってみよう              スペイン人の学生と 
会話してみよう 
 美味しかった              カフェ 
 感謝する                  同級生 
 満足だ                    サッカー 
 
２）英語学習のコンテクスト 
授業 
  ホストファミリーとの会話 
博物館 
サッカー場のツアー（ガイドとの会話） 
ショッピング 
一人で行動すること    
電車・バスに乗る 
 大学見学 
  
３）積極的行動の要素 
イギリス観光 
  サッカー場見学 
 街を見る 
 イギリスにいること 
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４）行為主体性(agency) 
 自分が関心のあるものへの行動 
 
太郎が、「イギリスに行きたい」と考えていた根拠は、サ
ッカーである。サッカー場やサッカーの試合を見学した
い、という強い動機が最初にあった。太郎にとって、英語
学習は、付随したものであった。４月のアンケート結果で
もわかるように、太郎にとっては、英語は、「しなければな
らない教科の一つ」にすぎない。 
英語学習に対して期待も準備も無く臨んだ太郎
は、「英語で説明される英語の授業」には苦痛を感
じる。 
 
慣れないイギリスで英語の勉強するのはすご
く疲れる。最初のテストも全然できなかった。
先生のしゃべることは全て英語なので聞き取
ること理解することで精一杯だ。（2014.9.1） 
 
授業への苦痛は、４日目まで続くが、週末が入り、
次の週（８日目）にスペイン人の学生が参加し始め
ると、話しをしてみよう、という気持ちが湧いてく
る。 
 
スペイン人達がクラスにやってきた。ぜんぜん
会話できなくて不安だったが明日からがんば
って会話してみよう。(2014.9.8) 
 
９日目から、太郎の日誌には、授業については最
後の１２日目まで書かれていない。その代わりに、
訪問した場所（サッカー場・試合、大学、町）が登
場する。英語の授業に対するネガティブな表現が、
記述が減ることで少なくなるのに対して、ポジティ
ブな表現が授業以外における訪問に関して増えてく
る。太郎の研修参加の目的と、英語学習に関する考
え方をみると、「異文化を理解すること」「人との
関わりをもつこと」を目的の中心としていることか
ら、研修の目的はほぼ達成されたと考えてよいだろ
う。英語学習に関しては、研修前の過去の学習の中
で、英語学習を自分の中で確立させた自律学習者で
はないことが影響をしており、どん欲に英語力を高
めるために行動をおこすことはしていない。 
 
4.5.2 二郎の分析 
 
① アンケートからの分析 
英語力（TOEIC 相当 400 点）。VELC テストの
結果、二郎の点は、リーディング 496、リスニング
529 で、リスニング能力の方が高い。  
二郎は、授業以外でも英語を勉強している。内容
は、英検、TOEIC 対策である。小学校では、英会話
教室に通い、中学校では、受験用の塾に通った（文
法中心の授業）。海外経験は無く、行ってみたい国
は、カナダ・フランスである。２００９年に、英検
準２級に合格している。英語を勉強することは、「外
国人が日本語を勉強することよりもとても簡単」で
あると考えている。その理由は、「こうした意識を
常に持つことで英語が嫌いではなくなる」と書いて
いる。英語学習の目標については、「常に学ぶこと
しかないのでゴールにはたどり着かない」、と書い
ている。 
英語力も高く、学習意欲も高い。資格試験の勉強
をしてはいるが、英語を勉強することの目的は、テ
ストなどのためではないと考えている。英語が、人
生を豊かにする、価値観を広げる、という考えをも
っている。また、英語はコミュニケーションの手段
であり（使える英語の必要性）、英語使用が英語上
達であるという考えを持つ。英語は長い終わりの無
い旅である、に同意しているのは、メタファーとし
て、書いた内容（英語学習は旅）と一致している。 
英語力を伸ばすことに対する気持ちが強い分、イ
ギリス研修における英語の授業への期待は大きいと
思われる。英語力も、参加者の中では一番高い。 
 
② ジャーナルからの分析 
二郎は、英語の授業に関しては、２名の講師の授
業方法に言及し、片方の講師の方が自分の求めてい
るものに合っていると分析している。英語力が他の
参加者より幾分高く、コミュニケーション能力もあ
る程度あることから、二郎の学習のコンテクストは、
授業だけでなく、ホストファミリー宅での父親との
会話、英語で観るテレビドラマ、スペイン人の学生
との会話などと広がりを見せている。 
    
家に帰ってからは、ティムの家にあるたくさん
の海外ドラマの DVD の中から 「24」をいくつ
か見た。もちろん海外の DVD なので、英語音
声、英語字幕という新しい DVD の鑑賞方法だ
った。これがとても新鮮で、英語のモティべー
ションがとてもあがった。(2014, 9.8) 
 
Tim のお父さんと４人での食事。ちょうどスコ
ットランドの問題がタイムリーな話題だった
ので、それを含めた歴史的な話しを英語で話し
た。とても難しい話だったけど、これもとても
貴重な経験だったと思う。(2014, 9.11) 
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二郎の日誌の中で、「発見」に相当する記述があ
った。街の博物館はほとんど入場料が無料であるの
で、とてもいいこことだと感じたこと、夜と昼でと
ても雰囲気が異なることである。 
 
１）ポジティブ・ネガティブ感情の要素 
（感情表現ネガティブ）      （要因） 
  
失望              授業のレベルの低さ 
 学生が自分達だけ 
うまくいかない        日本食の調理 
 
（感情表現ポジティブ）         （要因） 
楽しみだ（期待）      次の日から始まる授
業・観光 
湧いた期待                  異なる講師の授業 
楽しみ           明日への期待   
いい時間                    授業への集中 
最高            リバプールの景色 
価値観           博物館は無料 
よかった                 授業方法（英語での
文法説明） 
感動            アンフィールドのス
タジアムツアー                 
楽しみ           ロンドンへの期待 
新鮮            新しい家に滞在（叔
母） 
充実                     ロンドン観光（伯母
夫婦） 
                         サッカースタジアム 
新鮮            海外ドラマ（英語音
声・英語字幕） 
感動            サッカースタジアム  
一生忘れられない         ツアー（案内）マン
チェスター 
人生のＴＰ（分岐点）     サッカー観戦 
いい経験                 スペイン人の学生と
の交流 
貴重な経験         講師のお父さんと歴
史の話しをする                         
さびしい          最後の授業 
夢が叶う          プレミアム観戦              
 
２）英語学習のコンテクスト 
ホストファミリーとの会話 
授業 
街での知らない人との会話 
ホームステイ先のイタリア人との会話 
博物館・写真館 
サッカースタジアム 
叔母の夫（イギリス人）との会話 
海外ドラマ 
サッカー場ツアー（ガイドとの会話） 
スペイン人の学生との交流 
 
３）積極的行動の要素 
サッカー観戦 
サッカー場見学 
街の探索  
ロンドン旅行 
英語字幕の DVD 
ホストファミリーとの歴史についての話 
勧められた観光地（チェスター） 
 
４）行為主体性(agency)  
英語の授業への積極的参加  
サッカー場見学 
ロンドン旅行 
新しい DVD の見方（英語字幕） 
英語でコンテント（内容）について話す・聞く（サ
ッカー・イギリスの歴史） 
4.5.3 三郎の分析 
 
①アンケートからの分析なし 
②ジャーナルからの分析 
 
英語力（TOEIC 相当３３０点）。三郎の日誌に、感
情が書かれ始めたのは、イギリスに着いて１週間後
であった。それまでの日誌には、「実際の行動」の
みが書かれている。後半になり、公園の景色を楽し
んだこと、英会話を延々とする授業は「しんどい」
こと、英語ができるようになりたいこと、が書かれ
ていた。三郎の全体の感想は、非常に楽しかったが、
大変なこともあった、であり、次回行くときにはよ
り楽しくなるようにしたい、と締めくくられていた。 
 
１）ポジティブ・ネガティブ感情の要素
（感情表現ネガティブ）      （要因） 
不安             夜の公園 
しんどい           英会話（授業）  
大変             人間関係・英語 
 
（感情表現ポジティブ）         （要因） 
楽しんだ           景色    
英語への希望         授業 
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きれい            街（チェスター） 
がんばる           日本食を作る 
 
２）英語学習のコンテクスト 
通りでの見知らぬ人との会話 
ホストファミリーとの会話（連絡など） 
語学学校での授業 
レストラン 
スペイン人との観光 
ホストファミリーに滞在している若者との会話 
ロンドン旅行（知らない外国人と同室） 
買い物 
スペイン人とクラブに行く 
 
３）積極的行動の要素 
街を見る 
旅行の計画を立てる 
写真を撮る 
街・人を観察する 
初めて会う人との会話 
 
４）行為主体性(agency)  
ロンドン旅行 
英語ができるようになりたい 
 
4.5.4 四郎の分析  
 
①アンケートからの分析なし 
 ②ジャーナルからの分析 
 
英語力（TOEIC相当３３０点）。四郎の日誌が一番
書き言葉が少なかった。アンケートのデータも無い
ため、分析が薄くなった。四郎のアンケートには、
行動の記録は記されていたが、感情を表す表現が少
なかった。 
 
１）ポジティブ・ネガティブ感情の要素 
（感情表現ネガティブ）      （要因） 
疲れた                  旅 
失望                  クラスのイメージが 
違った 
うんざり               食事  
圧倒される              リバプール大学 
               自分は入れない 
 
（感情表現ポジティブ）         （要因） 
安堵感                 飛行機の乗り継ぎ 
うれしい ジョンの写真 
感動 ビートルズ博物館 
 ジョンのピアノ 
 サッカー場 
楽しい スペイン人の学生た 
 ちとショッピング 
よかった チェスター 
楽しい スペインの学生たち 
  と時を過ごす 
 
２）英語学習のコンテクスト 
ホストファミリーとの会話 
授業 
バス 
写真館 
ビートルズミュージアム 
アビーロード 
リバプールの街 
チェスター 
ロンドン市内 
マンチェスター 
レストラン 
リバプール大学 
 
３）積極的行動の要素 
ビートルズに関する博物館・写真館など 
スペイン人の学生との交流 
 
４）行為主体性(agency)  
スペイン人の学生との行動 
 
５．考察 
 
仲野（2014）の研究結果では、「語学力の向上が
有能感の伸びの要因となる」とされているが、語学
力が最も高かった二郎のポジティブな感情表現が一
番多かったことを見ると、語学力と有能感、自信感
との相関が伺える。また、ネガティブな感情として
現れた「疲れる、不安、大変」といった表現も、英
語力に関係していることがわかる。 
ポジティブな感情は、自分の好きなことや興味（音
楽、サッカーなど）、新しく発見した場所・現象、
人間関係にも見られる。ポジティブな感情が現れ、
学生が「学んだ」と考えられる学習コンテクストは、
社会文化理論（Zuengler & Miller, 2006）15)の枠組
みの中で言及されているように、教室だけではなく、
異文化の環境においてはむしろ、教室外にあること
がわかる。学生のジャーナルからは、そうした教室
外の学びの場として、街、ホストファミリー宅、電
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車、観光ガイドとの対話、他国の学生との交流、旅
行客との交流、博物館、レストランがあげられる。 
語学力に関連したプラス（マイナス）の有能感、
自信感とは別に、異文化に身を置き観察し、感じた
ことに対してポジティブな感情を表現していること
もわかった。２週間という短い間ではあるが、学生
は、それまで馴染んできた文化と異なる生活様式、
価値観、人々の生活を、「感性的に理解」（仲野、
2014）する機会を得たことになる。これは、異文化
に身を置いてこそ得られるものであり、短期海外経
験の意義のひとつであると言える。 
 ナラティブ研究の場合、いかに厚いデータ
(Geerts,1973) 16)が取れるかが結果に反映する。今回
のデータは、１４日間のジャーナルが中心となるが、
研究参加者によって、データの情報が異なった。ほ
ぼ事実（おこなったこと、できごと）のみを記入し
た四郎の場合は、感情がわかりにくい。ただ、四郎
が選んだ出来事は、四郎のチョイスであるため、彼
にとっては重要な情報であると考えられる。 
ナラティブ研究、エスノグラフィー、グラウンデ
ッド・セオリーなどの一連の質的研究では、詳細な
データ、分厚い記述が求められる。それにより、研
究の信憑性(credibility）が証明されるわけであるが、
今回の実験的研究のデータは、この要件を満たして
はいない。２週間に渡る研修でのジャーナルのみで
ある。信憑性を高めるには、インタビューから得る
詳しい記述が必要である。 
 今回の参加者がイギリスで感じたこと、考えたこ
とは、言語学習に関しては、Dörnyei の言う初期モ
ティべーション(Initiative motivation)に相当する。
入り口を少し入った、ということであろう。実際に
現地に行くことで、全員が感じたような、景色、人々
の生活、その場にいることの感動を経て、実際の現
地を感じ、見ることにより、それまで持っていた固
定観念や価値観が覆される経験もした者もいたよう
である。インターネットや動画での疑似体験のでき
る現代ではあるが、現地に行き、そこの土を踏み、
人と話し、空気を吸うという経験は、何物にも代え
難いものであることを、参加者の日誌を読み感じた。 
海外語学研修に参加した学生たちが、今後、行動後
段階のモティべーションを作りあげていければ、彼
らは自律した学習者になれるであろう。Dörnyei の
３段階モティベーションの２段階目である行動段階
において、今回の研修参加者の関心が、言語学習か
ら文化的なものに移行した例が見られたが、そうし
た移行が、言語学習・言語習得とどのような関係が
あるかを調べることも今後の課題であろう。 
最後に、三郎の感想を紹介したい。初めて行った
海外の経験で、三郎は、日本で出会った数少ない外
国人だけが外国人ではないことを肌で感じ、世界の
広さを感じた。 
その時に感じたことは、あまり上手く言葉で表
現できないのですが、それぞれ言葉の違う人ど
うしで育った環境が違う分、意思が伝わって違
いに心が通じ合えたときにすごく感動したし、
うれしかったというか、すごく暖かい気持ちに
なれたことです。 
今まで自分が生きてきた世界はとても小さい
世界でした。海外に行って世界中から来た人た
ちと話したり聞いたりしてそれを痛感させら
れました。自分にとってあのロンドンの週末は
とても刺激的でした。 
自分は日本に帰国して思ったことは絶対に英
語を上達させてもう一度海外に行くことです。
そして、将来は海外で日本語か数学の先生にな
りたいです。それくらい影響を受けました。
(2014.12.2) 
 
ある著名な料理研究家が、こう言ったことがある。
「答えがわからなかったら異文化にあたると何か解
決策がある」。外国語を学習することは、まさにこ
れを目指しているのである。外国語の中にある異文
化を手がかりに、問題解決や理解への糸口を探すこ
とができることだろう。そうしたプラスの力を与え
てくれる外国語学習に多くの可能性を見ることがで
きる。 
 
６．終わりに 
 
海外研修については、学生の経済的な背景など、
様々なハードルはある。また、海外に行くよりも、
日本でどのように学習し、生活していくかというこ
とに対する道筋を学生が作ることが第一である、と
いう議論もあろう。しかし、僅か４人ではあるが、
海外研修を経験した学生が、短期間の中でも、対人
関係への期待、将来への期待、幸福感、などを感じ
た本試験研究の結果を見れば、海外研修が、学生を
「変える」チャンスであることがわかる。２週間の
研修で言語力の伸びはそれほど期待できないが、現
地で異文化に遭遇し、多様な価値観を肌で感じるこ
とで、学生たちが得たものは大きい。 
今後は、語学研修を目的とした研修のみならず、
様々な海外研修への扉が開かれることを望むもので
ある。学ぶものに、経験を与えることが、Dewey(1938) 
17)
の言うように、学習を作り、人間を作るのである。 
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参考資料（アンケート） 
 
                                              
１ 学校での授業以外で英語の学習をしています
か。   
① （    ）はい ②（    ）いいえ 
    ①「はい」と答えた人は、どのような学習をし
ているのか書いてください。 
    ②「いいえ」と答えた人は、なぜしていないの
か書いてください。 
 
２ あなたのこれまでの英語学習歴（塾なども含む）
を書いてください。 
 
＜小学校以前から小学校時代＞ 
＜中学校時代＞ 
＜高校時代＞ 
 
３ 海外経験（短期・長期）について書いてくださ
い。無い場合は、「なし」と書いてください。また、
行ってみたい国を書いてください。 
    海外経験： 
    行ってみたい国と理由： 
 
４ 英語の資格（検定）試験や TOEIC を受けたこと
があれば、その年と結果を書いてください。 
例：２００９年１０月 英検２級合格  
 
５ （      ）に言葉（文）を入れてくださ
い。そして、その言葉(文）を書いた理由も書いてく
ださい。 
 英語を勉強することは、
(             )のようである。 
     
６ あなたにとって、英語学習の目標（ゴール）は
何ですか。 
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